
前回偏差値

今回偏差値 大学卒業者の

就職率（注）

インターンシップを

実施している

高等学校の割合

㉒ 32 位 → ㉙ 19 位

自分にはよいところが
あると思う（小学生）
⑲ 35 位 → ① 41 位

教員の ICT 活用指導力
（教材研究・指導の準備・評価などに ICT を活用する能力）

⑳ 33 位 → ㉚ 44 位

教員の ICT 活用指導力

（児童・生徒の ICT 活用

を指導する能力）

⑳ 38 位 → ㉚ 46 位

49.5

33.4 53.1

36.3 43.3

（注）全国順位は公表されていないため、記載していません。
数値は、全国平均値を50とした場合の奈良県立大学の比率を記載しています。

（年度）

大学等卒業者及び高校卒業者の

就職状況調査（文部科学省）

大学卒業者の就職率

93.0

94.0

95.0

96.0

97.0

98.0

99.0

H30H29H28H27

（％）

97.3

97.6
98.0

97.6

96.6（注）

94.5

97.7

97.3

全国 奈良県立大学

（注）全国順位は公表されていないため、記載していません。

（年度）

全国 奈良県

（　　　）は全国順位
学校における教育の情報化の

実態等に関する調査（文部科学省）

（%）

教員のICT活用指導力
（児童・生徒のICT活用を指導する能力）

40.0
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75.0

H30H29H28H27H24H23 H26H25H22H21H20

58.5

70.2

61.2

54.2
（46位）

（38位）

（年度）

全国 奈良県

（　　　）は全国順位 職場体験・インターンシップ実施状況調査（文部科学省）

インターンシップを実施している
高等学校の割合

50.0

60.0

70.0

90.0

80.0

100.0

H29H28H27H26H24 H25H22 H23

74.5 84.8

（%）

（19位）

（32位）
66.7

90.0

（年度）

全国 奈良県

（　　　）は全国順位

全国 奈良県

（　　　）は全国順位
学校における教育の情報化の

実態等に関する調査（文部科学省）

教員のICT活用指導力
（教材研究・指導の準備・評価

などにICTを活用する能力）

60.0

65.0

70.0

75.0

80.0

85.0

90.0

H30H29H28H25H24 H27H26H23H22H20 H21

（％）

81.9

72.6

86.2

（33位）

（44位）

（年度）

全国学力・学習状況調査（文部科学省）

自分にはよいところがあると思う
（小学生）

65.0

70.0

75.0

80.0

85.0

R1H30H29H28H27H24H22 H26H25H21H20H19

（％）

71.5

81.284.0

70.2

79.8

82.6

（41位）

（注）

平成３０年度の大学卒業者の就職率は９６．６％と前年度より

２．１％増加したものの、全国平均を下回っています。

70.6

（35位）

Ⅵ 智恵の「都」をつくる

19. 教育の振興

Ⅵ

インターンシップを実施している高等学校の割合は改善し、

平成２６年度以降全国平均を上回っています。

平成２０年度から着実に向上しているものの、全国と比較する

と依然として低位の状態が続いています。

平成２０年度から着実に向上しているものの、全国と比較する

と依然として低位の状態が続いています。

～すべての県民が、生涯良く学び続けられ、

奈良の歴史文化に親しめる地域をつくる～

（注）平成23年度は調査未実施のため、記載していません。

「自分にはよいところがあると思う」と回答する小学生の割合
は７９．８％と前年度より２．８％低下し、全国平均を僅かに下
回っています。
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目指す姿

もっと良くするために

主な取組

これまでは

取組 令和２年度 令和３年度 令和4年度

94.0

95.0

96.0

97.0

99.0

98.0

100.0

R6H30H29H28H27

（％）

（年度）

（目標）

公立大学法人奈良県立大学調べ

就職希望者の就職率

100.0

96.6
94.5

97.3
97.7

・

・

・

・

・

教
育
の
振
興

(103) 県立大学の教育の充実
(104) 県立大学附属高校の設立

教育内容の充実

キャンパス整備の推進

学び直しの機会の提供

県立大学附属高校の開校

アクティブ・ラーニングやＰＢＬ（課題解決型学習）等の手法を用いた
「少人数対話型教育」の推進

開校準備 課題探究型教育・ＩＣＴ活用教育等の推進

奈良県立大学シニアカレッジの実施

コモンズ棟等施設整備の実施

●開校

県立大学の教育環境充実を図ってきました。

「少人数対話型教育（コモンズ制）」を導入し、地域に貢献できるすぐれた人材を育成

国内外における「フィールドワーク」先を充実させ、地域課題に主体的に取り組む人

材を育成。

海外大学との交流を進め（協定締結 平成２７年度：９校→平成３０年度：１７校）、学

生の留学経験者の増加を図り、教育及び学術研究交流の一層の推進を加速。

「施設整備基本計画」に基づき「コモンズ棟」等を整備。

「奈良県立大学シニアカレッジ」を実施し、県民へ学び直しの機会を提供。

県立大学附属高校の設立のための議論を重ねてきました。

施設整備基本計画に基づく整備イメージ

（平成29年3月時点）

大学改革を加速します。

これまでの地域経済、観光等の教育の充実を図るとともに、新たな分野の教育にも取り組み、地域や国際社会で活躍する

人材の育成に力を入れます。

地域創造研究センターを新たに設置し、奈良県の地域のシンクタンク機能を果たしていきます。

引き続きクラブハウスや図書館等のキャンパス整備を進めます。

令和３年４月に県立大学附属高校を開校します。大学受験を意識しない７年間（高校３年間＋大学４年間）を見通した教育

を念頭に、 現・奈良県立西の京高等学校の校地に開校し、１学年５クラス（２００名）を予定しています。

令和６年度までに奈良県立大学における就職希望者の就職率を１００％にします。

そうです。これからも研究

や地域との連携の充実や、

附属高校の開校なども進

めて、学生が希望する進路

を実現できる大学を目指し

ます。

県立大学はフィールドワー

クの充実や、少人数対話型

教育（コモンズ制）の導入

と、そのための施設整備を

進めて充実した教育を目指

してきたんだね。

・

・

・

・

・

・

・
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目指す姿

もっと良くするために

これまでは

主な取組

取組 令和２年度 令和３年度 令和4年度

0

1

2

3

5

4

8

7

R6R4 R5R1 R2 R3H28 H29 H30H25 H26 H27

（項目）

（年度）
（目標）（目標）（目標）（目標）（目標）（目標）

公立大学法人奈良県立医科大学　業務の実績に関する評価結果

（注）評価委員会による項目別評価…地域貢献（教育）（研究）（診療）、教育、研究、診療、
法人運営の７項目を５段階評価（第２期（H25～H30）は、８項目）

評価委員会による項目別評価（注）が
５段階中Ⅳ以上の項目数

77

6

8

7

8 8

7 7 7 7 7

８項目中

（第２期中期目標期間）

7項目中

（第3期中期目標期間）

・

・

Ⅵ

(105) 県立医大教育の充実、県立医大教育将来像の深化

第2期中期計画のもと、医大改革を進めてきました。

令和元年度から６年間の第３期中期目標・中期計画を進め、医大の改革をさらに進めています。

医大への期待

医療の特性に応じた目標

高度医療、急性期医療、慢性疾患に対応する

・最高の医学と最良の医療を行う「良き医療人」を育成（「心・知・技」を併せ持つ人材を育成）

・県内基幹病院として、地域医療の充実へ貢献

高
度
医
療

慢
性
疾
患

急
性
期
医
療

・高度医療における患者の理解と、自己選択

  を促すコミュニケーションを習得する学習

・臨床研究中核病院の認定取得

・質の高いがん治療実施比率の向上

・急性期医療における患者の理解と受容を促

  すコミュニケーションを習得する学習

・特定行為研修を修了した看護師数の増加

・ER型救急医療体制の確立

・災害医療チームの育成

・患者に寄り添うコミュニケーション学習

・特定行為研修を修了した看護師数の増加

・総合診療科に在宅医療部門設立

令和６年度まで各年度の評価委員会による項目別評価について、全項目５段階中

Ⅳ以上を維持します。

第２期（H25～H30）中期

目標期間には、県内での医

師の適正配置に向けた体

制として県立医大医師派遣

センターを設置するなど多

くの成果があったんだよ！

第３期中期目標達成に

向けた取組・運営に対する

支援

県による中期目標、

中期計画の進捗管理

評価委員会による

業務の実績評価

心の教育を実現するための講座の運営等に対する補助

医大の将来像実現推進会議の開催

評価委員会の開催

第２期の成果や課題を踏ま

えて県が策定した第３期中

期目標の達成に向けて、県

立医大は、高度医療、急性

期医療、慢性疾患という特

性に対応できる｢患者を理

解する心｣、｢知識｣、｢技術｣

を持った人材の育成に取り

組んでいきます！

豊かな人間性に基づいた高い倫理観と旺盛な科学的探究心を備え、患者・医療関係者、地域や海外の人 と々温かい心で積極的に交流し、

生涯にわたり最善の医療提供を実践し続けようとする強い意志を持った医療人の育成を目指します

奈良県立医科大学の将来像（教育分野の理念）
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目指す姿

もっと良くするために

主な取組

これまでは

取組 令和２年度 令和３年度 令和4年度

0
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120

R6R1H29 H30H28H27 （年度）

（目標）

100

79

83

84

69
63

（件）

教育振興課調べ

大学との連携事業数（県全体）

①

②

③

④

・

・

・

・

・

教
育
の
振
興

(106) 県と大学との連携、
　　　県立大学・県立医大と他大学との連携強化

大学との連携を進めてきました。

大学の高度な知的資源を活用し、県政の様々な課題への対応策を検討・実施するため、

早稲田大学（H20包括連携協定締結）及び近畿大学（H28包括連携協定締結）と連携事業を展開しています。

近畿大学農学部と奈良県幼児向け運動・スポーツプログラムに基づきモデル事業を実施しました。

「県内大学生が創る奈良の未来事業」において奈良女子大学や県内大学等からの提案を事業化し、県政課題の

解決を進めています。

スイス・ベルン州との友好提携に基づく大学等との連携を進めました。

県政課題に応じた連携の実施・展開大学との連携推進

中国清華大学と文化・産業等の交流を進めます。

早稲田大学、近畿大学との連携を進めます。

NAFICとBCC（バスクカリナリーセンター）との連携を進めます。

県立大学では他大学との連携・研究を進めます。

県立医大では奈良先端科学技術大学院大学と連携し、医学と工学の共同研究による産学振興を進めます。

令和６年度までに大学との連携事業数（県全体）を１００件にします

そうです！今後も専門的な

知識が必要な県政の様々

な課題へ対応するため、積

極的に大学との連携を進

めていきます。

大学の知見を活用した連

携事業を県全体で進めて、

近年は80件ほどの件数を

維持しているんだね。
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目指す姿

もっと良くするために

主な取組

これまでは

取組 令和２年度 令和３年度 令和4年度

学校教育課調べ

県内中学校卒業生の高等学校進学率

97.0

97.5

98.0

98.5

99.0

H30H29H27 H28H26H25

（％）

（年度）

98.1
97.997.997.8

97.7
97.6

・

・

・

Ⅵ

(107) 県立高校教育の充実

県立高校の設備・施設の改善を進めるとともに、県立高校教育の適正化を推進してきました。

全ての県立高校の普通教室で空調設備の設置を実現

県立高校の耐震化を速やかに実施

平成30年度に適正化実施計画を策定

耐震化の完了した校舎 空調設備設置教室での

授業の様子

令和５年度までに高等学校再編を完了し、魅力と活力ある学校づくりを推進します。

統合・新設校の開校・設置

準備、教育内容の充実

ＩＣＴ環境の充実

県立高校の耐震化

県立学校施設の長寿命化

の推進
長寿命化整備計画策定 整備計画に基づく長寿命化改修等の推進

県立高校の耐震化（令和４年度完了予定）

県域統合型校務支援システムの活用による校務の標準化、共通化（令和６年度）

●県立国際高校開校、

　県立奈良北高校数理情報科設置

●県立奈良南、県立奈良商工、

　県立高円芸術、県立商業高校開校

●県立宇陀高校開校

県内中学校の高等学校進

学率は約98％にもなるん

だね。今や高等学校は中学

校卒業後のほぼ全ての者

が学ぶ機関となっているん

だね。

「魅力と活力あるこれからの学校づくり」のため、「県立高等学校適正化実施計画」に沿って、県立

高等学校教育の質向上に取り組みます。

県立国際高等学校、奈良県立大学附属高等学校の開校

県立奈良南高等学校、県立宇陀高等学校の設置

県立奈良商工高等学校、県立高円芸術高等学校、県立商業高等学校、

県立奈良北高等学校等で特色ある教育を推進

学校施設設備の整備・充実、耐震化を令和４年度までに完了、ＩＣＴ環境の充実

学校再編・・・・・・・・・・・・・・・

教育内容の再編成・・・・・・・

教育環境の整備・・・・・・・・・

そうです。だからこそ、多様

な生徒のニーズに応えるた

めに、県立高等学校適正化

実施計画の着実な実施をと

おして、高等学校教育の質の

向上を図る必要があります。

引き続き、魅力と活力ある学

校づくりを進めていきます。
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目指す姿

もっと良くするために

主な取組

これまでは

取組 令和２年度 令和３年度 令和4年度

職業体験・インターンシップ
実施状況調査（文部科学省）

インターンシップを実施している
高等学校の割合

（％）

（年度）
50.0

60.0

70.0

90.0

80.0

100.0

R6H29H28H27H26H24 H25H22 H23

74.5
77.2

79.8 80.8

79.3
81.8 83.7

84.8

（目標）

（19位）

（32位）
65.066.7 67.5

90.0

90.0
85.0

80.0

70.0

100.0

〇

〇

教
育
の
振
興

ＤＭＧ森精機（株）製最新鋭工作機器の県立工業系高等学

校３校への導入

企業と連携した人材育成カリキュラムの検討

高等学校で企業技術者による授業を開始

質の高い職業人の育成

県立教育研究所キャリアサポートセンターに無料職業紹

介事業所を開設

有給インターンシップの検討

・

・

・

・

・

・

地域の産官学連携の強化充実を図ります。

有給インターンシップを推進します。

令和６年度までにインターンシップを実施している高等学校の割合を100％にし

ます。

実学教育とは、より実社会で

活用できる知識・技能が身に

付く新しい教育のスタイルで

す。学校で学んだことを企業

で試せる、奈良県版デュアル

システムやインターンシップ

に取り組んでいきます。

県内の県立高校で進めら

れている実学教育ってどん

な教育なの？

連携協定企業等と協働した

人材育成

望ましい勤労観、

職業観の育成

キャリアサポートセンター

による就業支援

県内企業との接点強化

企業と協働したカリキュラムの編成・実施

高校生就職支援会議及び県内企業見学の実施

インターンシップコーディネーター・キャリアプランナーによる

就職ガイダンス及びセミナーの実施

インターンシップ及び奈良県版デュアルシステムの促進

(108) 実学教育の充実、インターンシップの推進

奈良県とDMG森精機との
包括連携協定に基づく

加工機導入セレモニー(奈良市)

最新鋭の工作機械を
使用したDMG森精機技術者
による授業(御所市)

全国 奈良県（　）は全国順位
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目指す姿

もっと良くするために

これまでは

全国 奈良県

（　　　）は全国順位 全国学力・学習状況調査（文部科学省）

自分にはよいところがあると思う
（小学生）

（注）平成23年度は調査未実施のため、記載していません。

60.0

65.0

70.0

75.0

80.0

85.0

90.0

R1H30H29H28H27H24H22 H26H25H21H20H19

（％）

（年度）

71.5

81.2

79.8

70.2

（41 位）

（35 位）

（注）

・

・

・

Ⅵ

(109) 就学前教育の充実

「奈良県版就学前教育プログラム」により、理論・体系の明確化と実践・展開

海外の事例等に基づくエビデンスの収集、調査分析

県内私立幼稚園等における教育プログラムの実例を収集、効果検証

奈良県版就学前教育プログラム「はばたくなら」の実践を推進し、プログラムの普及・啓

発や、音楽をすることによる知能、神経の発達を実践します。

令和６年度までに、奈良県版就学前教育プログラム「はばたくなら」活用率を

８０％にすることで、自尊心の向上を図ります。

就学前教育が充実するためには、

施設類型（公立幼稚園、認定こど

も園、保育所）を超えて活用でき

る教育プログラムが必要だね。

主な取組

取組 令和２年度 令和３年度 令和4年度

公立幼稚園、認定こども園、
保育所における奈良県版
就学前教育プログラム
「はばたくなら」の活用

奈良県版就学前教育プログラム

「はばたくなら」実践事例の作成

「豊かな感性と表現」

の育成

施設類型を超えた一体的な研修において「はばたくなら」を活用

研修等で「はばたくなら」を活用した園・所からの実践事例の募集

音感受への意識を育む講演や、楽器体験等の実施

奈良県版就学前教育プロ

グラム「はばたくなら」を普

及・啓発すれば、就学前教

育の充実を図ることができ

ますよ。

就学前教育が充実すれば、幼

小接続の推進や、奈良県の課

題である小学生の自尊心の向

上にもつながるね。
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目指す姿

もっと良くするために

主な取組

これまでは

取組 令和２年度 令和３年度 令和4年度

教育振興課調べ

1校当たり補助を活用した
私学の優れた取組事例件数

2.0

3.0

4.0

5.0

7.0

8.0

6.0

9.0

10.0

R6H30H28 H29H27H26

（件）

（年度）

7.57.27.0

5.6

2.6 4.0

（目標）

・

・

・

教
育
の
振
興

〔運営費〕は、各学校の「生徒割」、「教職員割」、「学校割」など

の基礎的な数値に基づく配分です。

合計

H27　59.4億円

H30　56.3億円

本県で私学は大きな役割を果たしていますので、私立学校

の運営費に対して補助を行ってきました。

私学教育の質の向上のための「政策推進助成制度」を導入

し、その拡充を図ってきました。

(110) 私学の振興

私学には、運営費補助の他、様々な補助制度（施設の耐震化、カウンセラーの配置、授業料等の軽減）の活用により、教育の質

の向上を図っていただきます。

学費負担者への授業料等補助は、令和２年度から授業料に加え、施設整備費等も対象とし、補助額を拡大します。（非課税世

帯の場合： 42万円 → 57万円 ）

政策加算率は１０％程度を維持し、取組件数の増加、取組内容の充実を図ります。

令和６年度までに補助を活用した私学の優れた取組事例の件数を１校当たり

７．５件にします。

私立学校の優れた取組

への支援

私立学校の授業料等の

負担の軽減

私立学校への優れた取組事例周知、積極的な取組への支援

学費負担者への授業料支援

そうです。奈良県では、これ

からも私立学校の特色あ

る取組を補助して、私立学

校の振興を支援していきま

す。

奈良県の私立学校では補

助の活用もしながら、様々

な取組を行っているんだ

ね。

高等学校

H27 33.0億円

H30 32.2億円

小学校

H27 5.8億円

H30 5.6億円

幼稚園

H27 9.5億円

H30 7.６億円

中学校

H27 11.2億円

H30 10.9億円
10.2%10.3%

9.1%

7.0%

H30H29H28H27

5.4億円5.6億円
4.7億円

3.5億円

1.0億円0.9億円
1.1億円

0.9億円

6.4億円6.5億円
5.8億円

4.4億円

政策推進加算

学校提案型加算

政策推進比率
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目指す姿

もっと良くするために

主な取組

これまでは

取組 令和２年度 令和３年度 令和4年度

学校における教育の情報化の
実態等に関する調査（文部科学省）

教員のICT活用指導力
（教材研究・指導の準備・評価
などにICTを活用する能力）

（目標）

65.0

70.0

75.0

80.0

90.0

95.0

85.0

R7H30H27H26 H29H28H25H24H23

（％）

（年度）

90.0

81.9
80.379.8 79.3

72.4 73.5
74.5

77.0

78.1 79.7 80.9 82.1
83.2 84.0 84.8

86.2

（47位）

（44位）

・

・

・

Ⅵ

(111) 教育ICTの推進

教員のICT活用指導力は全国４４位、教員の校務用コンピュータ整備率が全国４７位となって

います。

プログラミング教育に関する充実した研修の実施。また、県内において統合型校務支援システ

ム導入を推進するとともに、ＳＴＥＡＭ教育エバンジェリストのさらなる育成。

プログラミング教育必修化に向けて、学校のニーズに応じた実践的な研修の充実に努める。

市町村教育委員会と連携しながら、県全域での統合型校務支援システムの導入を促進し、教員

の働き方改革を推し進める。

研修リーダーとしてのＳＴＥＡＭ教育エバンジェリストの育成を拡大し、各学校でのＩＣＴ活用

が活性化するよう努める。

統合型校務支援システム
の導入

学習カルテの開発

遠隔教育の実施及び
クラウド化の推進

教育情報化を推進する
リーダーの育成

１校１名のリーダー研修 エバンジェリスト(注)認定 研究大会の開催

１地域実証研究 ３地域実証研究
SINET（学術情報ネットワーク）

接続検討

中高連携開発(高校入試) 就学前・小学校連携開発 実運用開始

全公立学校に統合型校務支援システムの導入促進

(注) 現在の教育課題について広く考え、授業や校務で
ICTを活用した教育を推進するためのリーダー

令和７年度までに教員のICT活用指導力（教材研究・指導の準備・評価などにICT

を活用する能力）を90.0％にします。

これからの社会を創ってゆ

く子どもたちのためには、

教育の中でもICTを有効活

用していくべきですね。

教員のICT活用指導力を向

上させるにはICT機器の整

備と、研修の充実が必要だ

ね。

全国 奈良県（　）は全国順位
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教
育
の
振
興

DMG森精機から貸し出された最新鋭の工作機械を使用した実習教育・森精機技術者による出張授業（御所実業高等学校）

タブレット端末にて動的幾何ソフトを用いた高等学校数学の授業（香芝高等学校）

 幼小接続の取組における幼稚園と小学校の交流活動（生駒市立壱分幼稚園・壱分小学校）
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0
1,000
2,000
3,000
4,000
5,000
6,000
7,000
8,000
9,000

10,000

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

芸術・文化を行う

県民の割合

⑱ 2 位 → ㉘ 5 位

1 世帯当たり

文化関連支出

⑱ 12 位 → ㉚ 12 位

1 世帯当たり

文化施設入場料支出

⑱ 5 位 → ㉚ 17 位

観光入込客数

㉓ 27 位（43 都道府県中）

 → ㉙ 23 位（39 都道府県中）

国際会議開催件数

㉒ 13 位 → ㉚ 13 位

62.2

56.9

51.647.2

47.5

（年）

全国 奈良県
（　　　）は全国順位 家計調査（総務省）

（円）
１世帯当たり文化施設入場料支出

平成30年の1世帯当たり文化施設入場料支出は、平成18年と

比較して942円減少していますが、全国平均を上回っていま

す。

1,000

1,500

3,500

2,500

3,000

4,000

2,000

H30H29H28H27H26H25H24H23H22H21H20H19H18

2,197

1,797

2,844
（5位）

1,902
（17位）

（年）

全国 奈良県
（　　　）は全国順位 社会生活基本調査（総務省）

（%）
芸術・文化を行う県民の割合

平成28年の芸術･文化を行う県民の割合は、平成18年と比較

して2.1％減少していますが、全国平均を上回っています。

5.0

7.0

15.0

9.0

17.0

13.0

11.0

H28H23H18

9.9 10.0

11.7

15.0
（2位）

13.0
（2位）

12.9
（5位）

（年）

全国 奈良県
（　　　）は全国順位 国際会議統計（日本政府観光局（JNTO））

（件）
国際会議開催件数

平成30年の国際会議開催件数は、平成22年と比較して3件

増加していますが、横ばい傾向が続いています。

0

20

40

80

60

H29 H30H28H27H26H25H24H23H22

46 73

36
（13位）

39
（13位）

平成30年の1世帯当たり文化関連支出は、平成18年と比較し

て5,419円減少していますが、全国平均を上回っています。

（年）

全国 奈良県
（　　　）は全国順位 家計調査（総務省）

（円）
１世帯当たり文化関連支出

0

10,000

20,000

50,000

30,000

40,000

60,000

H30H29H28H27H26H25H24H23H22H21H20H19H18

25,081

18,118

22,221
（12位）

27,640
（12位）

（年）

全国 奈良県
（　　　）は全国順位 共通基準による観光入込客数（観光庁）

（万人）
観光入込客数（注）

6,970

3,331
（27位）

3,429
（28位）

3,547
（28位）

3,811
（29位）

4,146
（26位）

4,407
（25位）

4,420
（23位）

7,583
8,099

8,590
9,069 9,176 9,453

観光客入込客数は、平成23年に比べ増加しましたが、依然と

して全国平均より低い状態が続いています。

（注）都道府県により公表時期が異なるため年により公表されている都道府県数が異なります。
H23:43都道県　H24:43都道県　H25:44都道府県　H26:44都道府県　H27:43都道府県
H28:43都道府県　H29:39都道府県　（令和元年12月時点）

前回偏差値

今回偏差値

Ⅵ 智恵の「都」をつくる

20. 文化財の保存・活用、
      文化財の防災、文化の振興

Ⅵ

～すべての県民が、生涯良く学び続けられ、

奈良の歴史文化に親しめる地域をつくる～

21. 海外との交流展開
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目指す姿

もっと良くするために

主な取組

これまでは

取組 令和２年度 令和３年度 令和4年度

重要文化財指定件数

0

5,000

10,000

15,000

R6H30H29H28

（件）

1,3641,3241,320 1,324

13,057 13,16613,119

（3位） （3位） （3位） （3位）

（年度）

（目標）

国宝・重要文化財都道府県別指定件数一覧（文化庁）

全国 奈良県
（　　　）は全国順位

・

・

文
化
財
の
保
存
・
活
用
、
文
化
財
の
防
災
、
文
化
の
振
興
／
海
外
と
の
交
流
展
開

・文化財保護行政の知事部局移管

・奈良の仏像海外展示の実施

・なら歴史芸術文化村の整備

文化財は公共財との考えのもと、その「保存」と「活用」を車の両輪と捉え、一体的な施策展開

を指向してきました。

文化財の保存と活用を一体的に推進するため、令和２年６月に、（仮称）文化財保存活用条例を制定します。

文化財の保存と活用を体系的に推進するため、奈良県文化財保存活用大綱を令和２年度中に策定し、文化財の本質的な価値

が理解されるように努めるとともに、文化財修復人材の育成等に取り組みます。

令和６年度に重要文化財指定件数全国３位を維持します。

引き続き、文化財の保存だ

けではなく、活用にも力を

入れて、一体的に取り組ん

でいきます。

奈良県の重要文化財指定

件数は全国３位なんだ。そ

の内、彫刻や建造物の国宝

件数は全国１位なんだよ。

文化財の保存修理の促進

なら歴史芸術文化村での活用に

向けた文化財情報の収集及びコ

ンテンツ制作

飛鳥京跡苑池の発掘調査

所有者・管理者等が行う文化財の保存修理事業への補助

未指定文化財実態把握調査等

発掘調査、県有地維持管理等

(112) 文化財の保存と活用
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目指す姿

もっと良くするために

主な取組

これまでは

取組 令和２年度 令和３年度 令和4年度

社会生活基本調査（総務省）

芸術・文化を行う県民の割合の全国順位※

6

5

4

3

2

1

R3H28H23H18

（位）

（年度）

1

5

22

（目標）

※は数値が低い方が良くなる指標です。

・

・

・

・

・

Ⅵ

(113) 文化財防災対策の構築
(114) 文化振興条例の制定

文化財緊急防火対策強化会議開催

文化財建造物の防災設備の設置等への補助

貴重な文化財の多い奈良県では文化財防災

対策が極めて重要です。

奈良県文化振興大綱の策定（平成２９年３月）

奈良県文化財保護体系推進会議

奈良県の文化振興を総合的・戦略的に実行

することが必要です。

芸術・文化で奈良をいきいきとするため、（仮称）文化財保存活用条例、（仮称）文化財防火対策推進条例とともに（仮称）文化振

興条例の制定を目指し、総合的・戦略的展開を図ります。

文化財の防火対策を推進するための体制を整備するとともに、文化財所有者による取り組みの支援を行います。

芸術文化活動に障害者も含めた多くの県民が参加できる仕組みを検討します。

令和３年度までに芸術・文化を行う県民の割合を全国１位にします。

そのとおりです！引き続き、

質の高いイベントを実施す

るとともに、芸術文化への

参加・鑑賞の機会や活動の

裾野の拡大に努力していき

ます。

奈良県の芸術・文化を行う

県民の割合は、全国でも上

位となっているんだね。

「ムジークフェストなら」

の開催

奈良の仏像等海外展示の

検討

文化財関係者による

情報共有等の促進

文化関連条例の制定

社寺等の歴史文化遺産を会場に、クラシックコンサートを中心とした
音楽イベントの開催

奈良の仏像等海外展示検討、実施

文化財防犯・防火・防災関係者連絡会議の開催

文化関連条例に基づく施策の展開条例検討 ●制定

・

・
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目指す姿

もっと良くするために

主な取組

これまでは

取組 令和２年度 令和３年度 令和4年度

R6H30H29H28H27H26 （年度）

1,3551,355
1,3021,302

1,3901,390
1,2911,291 1,2551,255

1,9051,905

1,000

1,400

1,200

1,600

1,800

2,000

（千人）

文化資源活用課調べ

県立文化施設の来訪者数

（目標）

〇

〇 

・

・ 

文化クラスター事業（文化芸術振興費補助金の活用）への参画 

日本博事業（文化庁を中心とした大型国家プロジェクト）への参画

モデルケースとなる事業を実施し、県内の多様な行事主催者間の連携事業を誘発してきまし

た。

歴史文化資源を多数有する本県の文化・奥深さを発信し、誘客促進を図るため、地域を拡大した文化クラスターの形成

や、博物館等のインバウンド対応、バリアフリー化など、様々な事業を展開していきます。

日本博を開催する国の動向を踏まえ、奈良県が発信するにふさわしい文化資源やテーマに関するイベントや文化財修理

現場の公開などの情報発信を実施していきます。

令和６年度までに県立文化施設の来訪者数を1,905千人にします。

これからも歴史文化資源

を活用して奈良県の文化を

発信し、県立文化施設の来

訪者数が増加するよう努力

していきます。

「日本博」「文化クラスター｣

ではこれまで、シンポジウ

ムや展覧会を開催して、奈

良の魅力を発信してきた

ね。

文化クラスター事業への

参画

日本博事業への参画

シンポジウム、連続講座等の継続的実施、展示環境改善等

国内外への情報発信

（115） 文化クラスター事業・日本博事業への参加
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目指す姿

もっと良くするために

主な取組

これまでは

取組 令和２年度 令和３年度 令和4年度

R6H30H29H28H27H26 （年度）

1,3551,355
1,3021,302

1,3901,390
1,2911,291 1,2551,255

1,9051,905

1,000

1,400

1,200

1,600

1,800

2,000

（千人）

文化資源活用課調べ

県立文化施設の来訪者数

（目標）

・

・

・

Ⅵ

（116） 記紀万葉プロジェクトのこれから

これまで、記紀万葉をテーマとして２０１２

年から２０２０年の事業として奈良ゆかり

の歴史文化の情報発信をしてきました。

古事記のまつり

古事記こどもかるた大会

（奈良春日野国際フォーラム甍）

古事記のまつり

古事記朗唱大会

（同左）

２０１２年より取り組んでいる「記紀・万葉プロジェクト」の集大成として、日本書紀完成１３００年にあたる２０２０年に、藤

原不比等没後１３００年を記念した事業などを実施します。

聖徳太子没後１４００年を迎える２０２１年度は、これまで確立した手法をベースに、聖徳太子を広く知ってもらうためのイベ

ントの開催等、奈良ゆかりのテーマを毎年新たに設定し、継続的に奈良の歴史文化を情報発信し成果をあげます。

令和６年度の「飛鳥・藤原」の世界遺産登録を目指し、作業を進めます。

令和６年度までに県立文化施設の来訪者数を1,905千人にします。

これからも奈良ゆかりの

テーマで継続的に歴史文

化情報を発信して、来訪者

数が増加するよう努力して

いきます。

「記紀・万葉プロジェクト」

ではこれまで展覧会やシン

ポジウムを開催したり、冊

子やホームページを制作し

て奈良ゆかりの歴史文化を

紹介してきたね！

記紀・万葉プロジェクトの

推進

聖徳太子プロジェクトの

推進

新テーマの検討

日本書紀完成・

藤原不比等没後

１３００年

聖徳太子没後

１４００年

奈良ゆかりの新テーマ検討

（壬申の乱１３５０年等）
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目指す姿

もっと良くするために

主な取組

これまでは

取組 令和２年度 令和３年度 令和4年度

（年度）

（位）

社会生活基本調査（総務省）

芸術・文化を行う県民の割合の全国順位※

（目標）

R3H28H23H18
6

5

4

3

2

1

2 2

5

1

※は数値が低い方が良くなる指標です。

（117） なら歴史芸術文化村の活用策の検討

平成３０年度

建築工事に着手、国の重点「道の駅」に選定

令和元年度

ホテル(フェアフィールド・バイ・マリオット)が進出を決定

・

・

なら歴史芸術文化村は、令和４年３月の開村を目指しています。

〈これまでの取組〉

なら歴史芸術文化村は、奈良が誇る歴史文化資源に触れ、また、質の高い文化芸術イベントを体験できる歴史芸術文化活動

の拠点として整備します。

さらに、観光・産業振興等の取組と連携することで、地域活性化に繋がる相乗効果が期待できます。

この施設を核に、様々な取組が広がるよう、有識者や関係者などの意見を聴きながら、施設の運営や活用策について検討を

進めています。

・

・

・

オープン

プログラムの展開

施設の整備

協定締結大学と展開内容を確定・準備

ソフトの実施体制の構築、プロモーションの展開

建設工事、駐車場工事等

令和３年度までに芸術・文化を行う県民の割合を全国１位にします。

アーティストと交流したり、

子ども向けの文化芸術プロ

グラム等も体験できるんで

す。

ここでは、文化財の修復過

程を見学することや、ハン

ズオン展示、修復体験等、い

ろんな角度で奈良の歴史文

化に触れられるんです。

産直レストラン、農産物の

直売所や、伝統工芸品の展

示・販売もあるんだって！
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なら歴史芸術文化村イメージ（H30年２月時点）
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目指す姿

もっと良くするために

主な取組

これまでは

取組 令和２年度 令和３年度 令和4年度

（年度）
（目標）

奈良保護観察所調べ

保護観察対象者の新規雇用人数
（人）

38

40

42

44

46

48

50

R6H30H29H28H27

44
45

44

40

42

ⅥⅥ

（118） 研究勉強活動の充実強化 

なら歴史芸術文化村構想等検討委員会

奈良県更生支援のあり方検討会

奈良県と日本郵便株式会社との勉強会

奈良県税制調査会

奈良県総合教育会議

国際問題研究所講演会

・

・

・

・

・

・

奈良県では、これまで各分野において、

様々な研究会や勉強会を実施し、県政の

発展に繋げてきました。

今後も、様々な分野において研究会や勉強会を設置・運営し、その成果を県政の発展に活かします。

〈例〉

テーマを設定し、有識者が参加した研究会や勉強会を立ち上げ、講師のレクチャー・対談・意見交換会の記録をとりまとめ、

資料の作成、発送、発信などの事業を行います。

○

今後も、様々な分野における新たな取組の実施等に向けた研究会や勉強会を設

置・運営し、その成果を県政の発展に活かします。

そうですね。勉強会や研究

会で得られた成果を、県政

の運営に活かすことで、そ

れぞれの課題解決に繋げ

ていこうとしています。

県では、いろいろな分野で

研究会や勉強会を開催し

ているんだね。

目的や内容に応じた運営体制の構築、講師の招へい研究会、勉強会の設置・運営
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目指す姿

もっと良くするために

主な取組

これまでは

取組 令和２年度 令和３年度 令和4年度

国際課調べ

東アジア地方政府会合における
参加地方政府数（累計）

（政府）

0

200

400

600

800

R6R1H30H29H28 （年度）

（目標）

H27

257
316

357
406

454

680

（119） 東アジア地方政府会合の充実発展

東アジア地方政府会合は、東アジアの地方政府（注）代表が、地域振興、社会保障、観光振興、

農業農村振興等、東アジアに共通する課題について実務レベルで交流を深めています。

会員地方政府は７カ国７２地方政府になっています。（令和２年１月現在）

令和元年１１月に第１０回東アジア地方政府会合を開催し、５カ国４０地方政府が参加しま

した。
(注)地方政府…日本の府県・市町村、中国の省・市、韓国の道・市郡、アセアン諸国の州・市町等

第１０回東アジア地方政府会合

（奈良市内）

東アジア地方政府会合を推進します。

令和2年のインドネシア西ジャワ州バンドン市での第11回会合の開催に引き続き、今後も海外での

開催を推進します。

国際関係機関（UNWTO、ERIA）や大学（県内外の大学、中国清華大学）の会合への参加を進めます。

県内外への更なる情報発信を進めます。

東アジア地方政府とのネットワーク強化等を進めます。

会合の開催を検討している会員地方政府との協議を進めます。

会合の意義に賛同する地方政府、関係機関等に、会員への加入を促します。

〇

・

・

・

〇

・

・

・

・

・

西ジャワ州との会合開催の

合意覚書締結

令和６年度までに東アジア地方政府会合における参加地方政府数（累計）を

６８０地方政府にします。

令和2年の第１１回会合は、

インドネシア西ジャワ州が

主催し、バンドン市で開催

する予定です。奈良県の声

かけで始まったこの会合

は、国内外から高く評価さ

れているんです。

東アジア地方政府会合は、

地域の実情や共通する課

題について、議論や情報交

換を行い、互いに学び合

い、相互理解や交流を深め

る場になっているんだね。

討議等のさらなる充実

海外開催の推進

地方政府等の会員への

加入促進

県内外へのさらなる

情報発信

地方政府、関係機関等の会員への新規加入促進

県内各地でのパネル展示、県内高校生等への学びの場の提供、

英文ブログ等による情報発信

関係機関、大学等への会合参加促進

第１１回会合西ジャワ州開催

海外開催に向けた地方政府への働きかけ
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目指す姿

もっと良くするために

主な取組

これまでは

取組 令和２年度 令和３年度 令和4年度

（年度）

国際課調べ

国際交流を行う地方政府等の数

（目標）

R6R1H30H29H27 H28
70

75

80

85

90

95

77
78 79

81 82

92

（機関）

Ⅵ

（120） 既交流団体との交流強化、新たな交流団体との提携

中華人民共和国陝西省、大韓民国忠清南道、スイス連邦ベルン州、ベトナム社会主義共和国

フートー省の４つの海外地方政府と友好提携等を締結し、学生交流、スポーツ交流、文化財

保存分野や林業分野の技術交流等を実施しています。

また、スイス連邦リース林業教育センター、中華人民共和国清華大学等の海外の団体とも、

お互いに学び合うという精神で交流を進めています。

学生交流（中国陝西省）

NAFICとBCC（バスクカリナリーセンター）との連携推進

ウズベキスタン・サマルカンド州等との新たな友好交流

・

・

・

・

新たな地方政府・団体との交流を進めます。〇

森林環境管理制度の構築のため、スイスのリース林業教育センターと交流

次世代養成を目指した青年交流や、専門分野交流、経済交流等新たな交流

中国陝西省や韓国忠清南道との友好提携締結10周年記念を契機とした新たな交流

中国清華大学との文化・産業等の交流

・

・

・

・

学び合う姿勢で新たな分野での交流にも取り組みます。〇

令和６年度までに国際交流を行う地方政府等の数を９２機関にします。

海外の様々な団体との交

流を通して、共通の課題へ

の取組や新たな人材交流、

技術交流、経済交流がで

き、お互い有益なんです。

奈良県は海外の地方自治

体等、いろんな団体と積極

的に交流しているんだね。

交流の内容も学生交流や

技術交流等、幅広いね。

友好提携先への青年派遣、スポーツ分野における青少年交互交流

友好提携締結10周年事業準備 友好提携締結10周年事業の実施 人的交流や経済交流の更なる発展

中国陝西省等友好提携先

との交流

スイス・リース林業教育センターとの交流

奈良県版フォレスターを養成する奈良県フォレスターアカデミー設立、フォレスター養成

スイスの制度を参考にした
新たな森林環境管理制度
の構築

具体的な交流の検討・実施中国清華大学との交流

NAFICとBCCとの連携による具体的な交流の検討・実施

ウズベキスタン・サマルカンド州等との友好提携締結に向けた協議、交流分野・事業の検討

新たな地方政府・

団体との交流
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目指す姿

もっと良くするために

主な取組

これまでは

取組 令和２年度 令和３年度 令和4年度

（年度）

文化資源活用課調べ

県立文化施設の来訪者数

（目標）

R6H30H29H28H27H26
1,000

1,200

1,400

1,600

1,800

2,000

1,355
1,302

1,390

1,2551,291

1,905

（千人）

平成31（2019）年1月23日（水）～3月18日（月）

ギメ東洋美術館での仏像展示を実施・

令和元（2019）年10月3日（木）～11月24日（日）

大英博物館での仏像展示を実施・

海外仏像展示の実績や経験を踏まえ、次の展開に向けた検討を進めます。

令和６年度までに県立文化施設の来訪者数を1,905千人にします。

これからも奈良県の歴史

文化情報を発信し、県立文

化施設の県立文化施設の

来訪者数が増加するよう努

力していきます。

「ギメ東洋美術館での仏像

展示」「大英博物館での仏

像展示」を通じて、奈良の

魅力を発信してきたね。

開催館

展示プラン検討
実施に向けた調整

奈良の仏像等海外展示検討・実施

奈良の仏像等海外展示の

検討

（121） 奈良の仏像、文化財の海外展示のこれから
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仏像海外展示
（英国　ロンドン・大英博物館）

仏像海外展示
（フランス　パリ・ギメ東洋美術館）
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